
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

天
災
の
な
い
平
和
な
年
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
専
門
室
の
活

動
は
、
中
越
地
震
に
よ
り
計
画

通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。 

辛
く
、
大
変
な
年
に
は
な
り

ま
し
た
が
、
去
る
二
月
に
実
施

し
た
「
震
災
復
興
ス
ノ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
は
地
区
民
総
参
加
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
参
加
者

に
感
動
と
勇
気
と
元
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
条

地
区
が
「
地
域
づ
く
り
総
務
大

臣
表
彰
」
に
選
ば
れ
、
そ
の
表

彰
式
（
三
月
十
三
日
・
東
京
虎

の
門
）
に
江
尻
会
長
と
戸
田
・

丸
山
主
事
が
出
席
し
、
賞
状
と

盾
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
こ
れ
ま
で
に

ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆

さ
ま
方
の
汗
の
結
晶
で
す
。
心

よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。       

（
事
務
局
） 

               

住
民
起
業
室  

中
川
ナ
ツ
子

 
  

平
成
十
九
年
度
の
住
民
起
業

室
は
単
独
の
活
動
は
せ
ず
、
暖

暖
や
復
興
デ
ザ
イ
ン
策
定
会
議

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
多
忙
な
一

年
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
地
震
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
、
自
衛
隊
と
炊

き
出
し
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
大
き
な
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。  

教
育
振
興
室  

関    

稔

 

室
員
八
名
が
四
名
ず
つ
に
分

か
れ
「
家
庭
教
育
学
習
」
と
「
生

涯
学
習
」
を
推
進
し
ま
し
た
。

家
庭
教
育
学
習
は
、
ボ
ト
ル

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
、
夢
の
森
公
園

探
検
、
マ
イ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

等
で
六
回
の
観
察
と
創
作
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

生
涯
学
習
で
は
、
住
民
を
対
象

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
行
の
冊
子

を
参
考
書
に
三
回
の
地
域
巡
見

を
含
む
六
回
の
郷
土
史
教
室
で

認
識
を
深
め
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
推
進
室 

星
野 

和
彦

 

平
成
一
九
年
度
の
行
事
は
例

年
の
と
お
り
地
区
民
体
育
祭
の

地
区
体
育
協
会
と
の
打
ち
合
わ

せ
に
始
ま
り
、
ぎ
お
ん
柏
崎
ま

つ
り
民
謡
流
し
へ
の
参
加
、
地

区
民
親
睦
バ
ス
旅
行
の
実
施
と

い
う
も
の
で
し
た
。 

残
念
な
が
ら
、
七
月
十
六
日

の
中
越
沖
地
震
の
た
め
、
ぎ
お

ん
柏
崎
祭
り
は
実
施
さ
れ
ず
、

参
加
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
多
く

の
地
区
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
残
念

な
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

地
域
環
境
室  

丸
山
け
い
子

 

今
年
度
は
新
メ
ン
バ
ー
と
共

に
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ

ミ
セ
ン
裏
に
ハ
ウ
ス
を
作
り
、

花
苗
の
移
植
、
ま
た
北
条
中
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
植
栽
協
力
と

順
調
に
動
き
出
し
た
と
思
っ
た

矢
先
に
ま
さ
か
の
中
越
沖
地
震

被
災
。
八
月
の
館
内
清
掃
は
中

止
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
冬
囲
い

講
習
会
、
暮
れ
の
館
内
清
掃
等

の
予
定
は
無
事
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

福
祉
対
策
室  

星
野 

正
雄

福
祉
対
策
室
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

北
条
人
材
バ
ン
ク
が
独
立
し
た

関
係
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
地
域
福
祉
関
係
事
業
内

容
を
検
討
中
に
中
越
沖
地
震
が

発
生
し
全
て
中
断
し
ま
し
た
。

今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
組
ん

で
い
く
か
、
室
員
の
英
知
を
借

り
、
ま
た
市
社
会
福
祉
協
議
会

（北
条
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）、

北
条
人
材
バ
ン
ク
、
ぬ
く
も
り

 

の
家
等
と
の
連
携
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   
   

北
条
地
区
交
通
安
全
協
会 

会
長  

佐
藤    

勝

 

本
年
も
四
月
六
日
か
ら
十
五

日
ま
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

地
区
内
で
も
小
・
中
学
校
の

新
一
年
生
が
徒
歩
や
自
転
車
で

通
学
し
ま
す
。
特
に
交
差
点
や

道
路
を
横
断
す
る
時
は
子
ど
も

の
動
き
に
注
意
し
て
事
故
の
無

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

運
動
の
重
点
目
標 

一
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防

止 

二
、
全
て
の
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底 

三
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

四
、
飲
酒
運
転
の
根
絶 

  

特
に
本
年
六
月
一
日
か
ら
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着
用
が
義

務
づ
け
れ
ま
す
。
ま
た
自
転
車

の
歩
道
通
行
も
一
部
改
正
さ
れ

ま
す
。
交
通
安
全
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。 

ふ れ あ い と 福 祉 の ま ち 北 条 

北条地区 
コミュニティ
振 興 協 議 会
TEL25-3355

 

 

 

 

くが るそう 

(１) 平成 20 年４月５日発行             山   な   み                              第 353 号

表彰状と盾を胸に、受賞を喜ぶ

暖暖スタッフと記念写真！ 


